
 

 

 

 

懲戒と不適切な指導 ―「生徒指導提要」― 
 

  
〇 学校における懲戒とは、児童生徒の教育上 

必要があると認められるときに、児童生徒を 

叱責したり、処罰したりすること。懲戒は、 

学校における教育目的を達成するために、教 

育的配慮の下に行われるべきものである。 
 

〇 その際には、組織的に指導の方向性や役割 

分担を検討した上で、児童生徒の特性や心情 

に寄り添いながら本人や関係者の言い分をし 

っかりと聴くこと、それ以外にも必要な情報 

を集めることなど、事実関係の確認を含めた 

適正な手続きを経るよう努める。指導後にお 

いても、児童生徒を一人にせず、心身の状況 

の変化に注意を払うことに留意するとともに、 

家庭等の理解と協力を得られるようにする。 
 

〇 たとえ身体的な侵害や、肉体的苦痛を与える 

行為でなくても、いたずらに注意や過度な叱責 

を繰り返すことは、児童生徒のストレスや不安 

感の高まり、自信や意欲の喪失など児童生徒を精神的に追い詰めることにつながりかねない。教

職員にとっては日常的な声掛けや指導であっても、児童生徒や個々の状況によって受け止めが異

なることから、特定の児童生徒のみならず、全体への過度な叱責等に対しても、児童生徒が圧力

と感じる場合もある。そのため、指導を行った後には、児童生徒を一人にせず、心身の状況を観

察するなど、指導後のフォローを行うことが大切である。 
 
【不適切な指導と捉えられ得る例】 

 

・ 大声で怒鳴る、ものを叩く・投げる等の威圧的、感情的な言動で指導する。 

・ 児童生徒の言い分を聞かず、事実確認が不十分なまま思い込みで指導する。 

・ 組織的な対応を全く考慮せず、独断で指導する。 

・ 殊更に児童生徒の面前で叱責するなど、児童生徒の尊厳やプライバシーを損なうような指導 

を行う。 

・ 児童生徒が著しく不安感や圧迫感を感じる場所で指導する。 

・ 他の児童生徒に連帯責任を負わせることで、本人に必要以上の負担感や罪悪感を与える指導 

を行う。 

・ 指導後に教室に一人にする、一人で帰らせる、保護者に連絡しないなど、適切なフォローを 

行わない。 

 


